
は じ め に

滋賀県蒲生郡日野町は，元禄期に初代正野玄三が製薬業を開始したことを

濫觴とする売薬産地（日野売薬）である。同地域で売薬業が発展した要因は，

日野町が近江商人（日野商人）輩出地であったことに関係する。小さく手軽

な売薬は，全国展開する日野商人の持下り商品として受け入れられ，さらに

この売薬需要が，多くの製薬・売薬業者を生み出すことにつながったのであ

る。寛保３年（１７４３）には日野町のうち水口藩領であった大窪・村井だけで，

１０２名の「合薬屋」を確認できる1)。

しかし明治期に入ると，製薬・売薬業者の多くは，自らの事業を見直さざ

るをえなくなる。近代医薬業においては，西洋医学がその根幹に位置づけら

れたためである。和漢薬を中心に展開されてきた在来的な売薬へは規制が加

えられ，「無効無害」から「有効無害」であることが求められるようになる。

日野売薬においても，近江日野売薬業組合や江州日野製剤株式会社などが創

設され，八代正野玄三を中心に近代医薬業への転換がはかられていった2)。

なお日野売薬についての研究は，正野玄三家に関係する分析は進んでいる

が3)，それ以外の製薬・売薬業者の詳細はほとんどわかっていない。そこで

1) 日野町史編さん委員会編『近江日野の歴史』第 8巻史料編，滋賀県日野町，2010
年，196・197頁。

2) 拙稿「近代における近江日野売薬の展開と近江商人正野玄三家」『福岡大学商学
論叢』第 53巻第 2号，2008年。
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本稿では，小児（薬王）感応丸を家伝薬としていた近江国蒲生郡仁正寺村

（現滋賀県蒲生郡日野町西大路）の製薬業者，藤岡五兵衛家の経営を検証し，

合わせて同家の近代医薬業への対応について見ていく。

第１章 創業期

藤岡五兵衛家は，天正期頃，日々小児薬の開発に取り組んでいたという佐

右衛門をはじまりとする。この佐右衛門を藤岡家一世とし，以後，農業のか

たわら近在の人々の求めに応じ，売薬を代々調合するようになったと伝えら

れる【表１】。

二世才六から六世善兵衛までの詳細はつかめないが，藤岡家製の売薬は

評判もよく，その存在は広く世間へ知られるところとなった。藤岡家へは

売薬を求めて遠方からも多くの者がたずねるようになる。そこで寛保元年

（１７４１）２月，七世五兵衛は蒲生郡仁正寺村に店舗を構えた。さらにはより

多くの人に自家製売薬の効能を知ってもらいたいとの思いから，他国への持

下り行商をはじめるにいたる4)。なお藤岡家ではこの店舗開設をもって創業

としている5)。

3) 正野玄三家についての研究は，西川嘉男「元禄・享保期における前期的資本の
動向」『史林』第 42巻第 5号，1959年・脇田修「元禄・享保期近江商人の一経営
－日野・正野家『惣勘定仕上帳』について－」読史会『国史論集』，1959年・上村
雅洋「近江商人正野玄三家の事業と奉公人」徳永俊光他編『経済史再考』所収，
思文閣出版，2003年・同「近江商人正野玄三家の奉公人と給金」『大阪大学経済
学』第 54巻第 3号，2004年・同「明治期における近江商人正野玄三家の家訓と店
則」滋賀大学経済学部附属史料館『研究紀要』第 39号，2006年・同「近代におけ
る近江商人正野玄三家の雇用形態」和歌山大学『経済理論』第 332号・拙稿「近
江商人の創業期の軌跡－初代正野玄三の場合－」同志社大学『経済学論叢』第 54
巻第 4号，2003年・同「近江商人正野玄三家の合薬流通」『経営史学』第 39巻第
3号，2004年・同「明治期における近江商人の企業家活動－正野玄三家の事例－」
『企業家研究』第 2号，2005年・前掲同「近代における近江日野売薬の展開と近
江商人正野玄三家」がある。

4)「小児薬王感応丸之原由史」（#296）。以下，史料番号はすべて日野町史編さん室
の「藤岡五兵衛家文書目録」による。
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藤岡家の売薬は，主に関東地方への持下り行商によって広められた。七世

五兵衛が記した考えられる明和７年（１７７０）および安永８年（１７７９）起筆の

勘定帳簿6)を見ると，それぞれに「関東合薬」の文言が見受けられる。その

中心は「上州」・「武州」であり，天明期に入ると「房州新場」が加わる。行

商規模が次第に拡張していることをうかがえる。

また明和８年（１７７１）１月には，下総国流山村（現埼玉県流山市）の三十

5)「薬種取調書上」（「薬舗営業外諸書願書類綴写シ并公告書」（#116）所収）。
6)「覚」（#10・17）。

【表１】藤岡五兵衛家の歴代当主

歴代当主（幼名・戒名など） 没年 享年 備考

１世佐右衛門（釈宗眞） 文禄４年（１５９５）

２世才六（釈宗円） 元和８年（１６２２） 佐右衛門子

３世吉兵衛（釈宗善） 寛文４年（１６６４） 才六子

４世五左衛門（釈円了） 元禄６年（１６９３） 吉兵衛子

５世権左衛門（釈宗閑） 宝暦７年（１７５７） 五左衛門子

６世善兵衛（釈宗専） 宝暦１０年（１７６０） 五左衛門子，権左衛門弟

７世五兵衛（釈宗西） 天明８年（１７８８） 善兵衛子

８世五兵衛（釈宗信） 文政５年（１８２２）

９世五兵衛（篤之助・釈宗悦） 文政３年（１８２０） ２７

１０世五兵衛（釈実城） 慶応４年（１８６８） ６９ ８世五兵衛子，９世五兵衛弟

１１世五兵衛（誠兵衛・釈宗淳） 安政３年（１８５６） ４２ ９世五兵衛子

１２世五兵衛（釈宗教） 明治２６年（１８９３） ５８ １１世五兵衛次男

１３世五兵衛（常次（治）郎・釈宗昌） 昭和２０年（１９４５） ７５
１２世五兵衛長男，明治２１年
１２月相続，明治２２年１月五
兵衛改名

１４世五兵衛（広三） 平成２年（１９９０） ８３ １３世五兵衛三男

出典：「現当両益永代過去帖」（＃１１６７）・藤岡五兵衛家永代過去一覧（私家版）・「戸籍簿写」
（＃１１５２）・「戸籍写」（「薬舗営業諸願書類綴写し并ニ公文書」（＃２５１）所収）

備考：９世五兵衛は相続せず死去した可能性が高いが，藤岡家における歴代当主の数え方によりそ
のまま表記した。
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郎へ対し，藤岡五兵衛が金１００両を貸し付けていることを確認できる7)。日野

から遠く離れた関東の地において貸借関係を構築していることからは，この

地を定期的に訪れていたことを十分裏付けられよう。さらに勘定帳簿には

「奥州」や「大和」・「伊勢」への「合薬預ケ高」も散見される。実際には関

東に限らず，広範囲な行商が展開されていたと考えられる。

さてこれらの行商が具体的にどのように行われていたかについては，ほ

とんどうかがい知れない。しかし安永期ともなると，藤岡家の奉公人が行

商へ出ていたことを確認できる。そこで藤岡家の雇用について，安永３年

（１７７４）正月に藤岡家へ入った弥八を事例に取り上げてみよう8)。

安永三午年正月廿五日

一金五拾両也
安永六年酉年弥八元服致関東へ下り
天明八申年迄拾弐年之間関東へ下り
都合十五年之間給金也

一金五両也
酉年壱ヶ年給金
其外心付ともニ遣ス

〆金五拾五両也

内金弐両壱歩弐朱 教専寺頼母子半四分巳年 酉年迄五ヶ年賦掛金

取替引

引〆金五拾弐両弐歩弐朱

又金弐歩預り有

寛政元酉十一月廿七日さし引

惣〆金五拾三両弐朱渡

弥八は安永６年（１７７７）の元服を機に，天明８年（１７８８）まで１２年間関東

へ下った。安永３年（１７７４）の出仕から天明８年（１７８８）まで，１５年間の給

金合計は金５０両である。ちなみに給金の内訳は，断片的にしか把握できない

7)「借用申金子之事」（#14）。
8)「覚」（#17）。
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が，それぞれ年給にして安永６～８年（１７７７～１７７９）が金１両ずつ，安永９・

天明元年（１７８０・１７８１）が金１両２分ずつ，天明２・３年（１７８２・１７８３）が

金２両ずつ，天明４年（１７８４）が金３両であった9)。そして弥八はさらにも

う１年勤め，最終的に金５３両２朱を寛政元年（１７８９）１１月に受け取っている。

では奉公を終えた後はどうなるのか。安永２年（１７７３）に別家を許された

伝兵衛を事例に見てみよう10)。

覚

此度私同商売御免被下，其上家諸道具相揃別家被下忝奉存候，然ル上ハ

御公儀様御法度之贋薬毒薬不及申，其外紛鋪代呂物商売仕間鋪候，且又

其元 是迄之売来候得意方へ商ひ仕間鋪候，為後日仍而如件

日野大久保町
伝兵衛�印

親類証人
三之丞�印

安永弐年
巳極月日

仁正寺
薬や五兵衛殿

奉公期間は不明であるが，安永２年（１７７３）１２月，伝兵衛は家や諸道具を

与えられ，藤岡家の別家となった。偽薬や毒薬，紛らわしい薬を扱わないこ

と，また販売得意先を奪うようなまねはしないことを条件に，藤岡家と同じ

商売を営むことについても認められている。

しかし伝兵衛の経営はすぐに行き詰まったようである。先に見た勘定帳簿

9)「覚」（#17）。
10)「覚」（#16）。
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の安永５年（１７７６）には，伝兵衛への貸付として

銀１貫５８７匁余と金３３両が計上されている。そし

てこの貸付は伝兵衛の屋敷を担保として，以後し

ばらく続いた。

伝兵衛にようやく返済の目処がついたのは，天

明２年（１７８２）１月であった。この時伝兵衛は，

銀１貫６３５匁を藤岡家へ返済している。そして帳

簿に記載される伝兵衛への貸付額も年々減少して

いくようになる。別家となって１０年で，伝兵衛の

経営は軌道にのったと考えられよう。つまり藤岡

家は，独立したばかりで経営基盤の弱い別家を，

主家としてサポートしていたことがわかる。

ではこのように奉公人を抱えるまでになった藤

岡家の資産規模はどの程度であったのだろうか。

先の２冊の勘定帳簿からは，純資産の推移がわか

る【表２】。明和７年（１７７０）では銀６４貫余であ

るが，天明期には銀８０～９０貫台を推移するまでに

なっている。１７年間という限られた期間であり，

また変動も多いが，全体として純資産が増加していく様子を見て取れよう。

第２章 山井家の菊御紋使用

経緯や時期についてはわからないが，藤岡家が公卿である山井家へ出入り

していたことは特筆すべきであろう。文政１３年（１８３０）２月，それまで調達

してきた売薬を評価され，藤岡家は看板や効能書きなどへの山井家菊御紋使

用を認められた11)。【写真１】

【表２】純資産推移

年 銀（匁）

明和７ １７７０ ６４，２０４

明和８ １７７１ ６９，５１９

安永１ １７７２ ７０，１４０

安永２ １７７３ ６７，０４６

安永３ １７７４ ６７，３０５

安永４ １７７５ ６７，０７９

安永５ １７７６ ７３，５７３

安永６ １７７７ ７５，０７３

安永７ １７７８ ８１，３６０

安永８ １７７９ ８０，１８２

安永９ １７８０ ９１，６８１

天明１ １７８１ ８４，８１９

天明２ １７８２ ９１，３２７

天明３ １７８３ ９４，４６２

天明４ １７８４ ８５，４１２

天明５ １７８５ ８４，９０１

天明６ １７８６ ８４，３５５

出典：「覚」（＃１０・１７）
備考：匁未満は切り捨てた。
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許状

一 其方儀

従来御館入之御由緒ヲ以

一菊御紋付 御下札

一同御紋付 御提灯

右之通被相渡置候，依之家製感応丸
（ママ）

熊胆延冷子等年々調達之処，格別之

功能有之候ニ付，此度右看板能書等

江当家菊御紋被差免候，尤押売等之

儀堅被差留候，依而御状如件

山井殿役所�印

文政十三年寅二月

藤岡五兵衛殿

許状では，押し売りなどの粗暴な行動は

慎み，山井家の体面を保つよう義務づけられている。なお公卿による御墨付

を得たことの意義は大きい12)。その広告効果は大きく，売薬の価値向上も見

込まれよう。ただし山井家からの要求は，これだけにおさまらなかった。

天保６年（１８３５）１１月，山井家から藤岡家へ対し，上田安兵衛を通じて申

し出があった。それは「御上江頼之筋」など物入りが多いため，金１５両を借

用したいというものである13)。上田安兵衛の詳細についてはわからないが，

山井家と藤岡家の間を取り持っていた人物のようである。ちなみに山井家で

金子が必要となった理由は，「若殿様御元服」によるものと考えられる14)。

11) 滋賀県経済協会『近江商人事績写真帖』上巻，1930年，第 199図。ただしこの
許状は後述するように後年書き換えられたものと考えられる。

12) 正野玄三家の場合，近世期においては代々法橋の地位にあった。前掲拙稿「近
江商人の創業期の軌跡－初代正野玄三の場合－」。

13)「覚」（#29）。

【写真１】
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しかし藤岡家はこの申し出を断った。

すると山井家家臣毛利直之進を通じて，また別のことが伝えられた。それ

は今回の金１５両要求は決して山井家の物入りによるものではなく，藤岡家が

無許可で出店を展開していることに対する処置であるという内容であった。

京都木屋町松原通の藤屋喜兵衛方に藤岡家の看板が掲げられているが，この

看板は山井家へ届け出がなされていないという。

この件は藤岡家にとって甚だ迷惑な話であった。藤屋は藤岡家が直接経営

する出店ではなく，あくまでも藤岡家の売薬を販売している取次の一つで

あった。それゆえこの依頼を断ろうとするが，「何之かのと」言いがかりを

つけられた上，別途，毛利より「看料」を要求されてしまう15)。ただしこの

やりとりからは，藤岡家が自家の売薬を行商による売り広めだけでなく，藤

屋のような店舗販売の形態にても扱っていたことを明らかにしていよう。

またさらに菊御紋使用の許状に関しても問題が生じる。許状には藤岡家の
（ママ）

主力商品として「感応丸」とあわせて「延冷子」をあげていた。しかし
（ママ） （ママ）

「延冷子」は看板などには常に「熊胆延冷子」と記載しており，それならば

許状にも「熊胆」の二字を差し加える必要があるのではないかと毛利は伝え

てきた。そして最終的には，許状そのものを書き換えることになる16)。

さてこれら一連の問題は，山井家へ金３両，毛利へ金２００疋をおさめるこ

とで一段落する。しかしその間，もし内々で事済ましにできず，問題が表向

きになれば，このような金額で本来済まされるべきことではないなどと，藤

岡家は「いやみ計り」言われ続けた17)。

藤岡家は文久３年（１８６３）に山井家へ金２５両を献金するなど18)，その後も

14)「〔控〕」（#31）。
15)「覚」（#29）。
16)「〔控〕」（#31）。
17)「〔控〕」（#31）。
18)「覚」（#27）。
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たびたび上納金に応じている。菊御紋を使用し続ける上で，山井家の要求は

避けることができなかったといえよう。それだけ菊御紋の価値は，藤岡家に

とって他にかえがたい重要なものあった。

第３章 製薬事業

山井家の許状では，感応丸と熊胆延齢子が藤岡家の主力商品としてあがっ

ていたが，もう少し詳しく同家の製薬事業について見てみることにする。明

治４年（１８７１）３月，藤岡家は自家の売薬渡世についてまとめた報告書を西

大路役所へ提出している19)。ここから幕末期における藤岡家の事業概要をあ

たってみよう【表３】。

藤岡家は小児感応丸・万病感応丸・熊胆延齢子・振出し風薬を自家で製造

していた。販売にあたっては看板や売薬の包紙に「近江国日野藤岡蘭皐堂」

と記した。売薬の定価は，幕末期の物価高騰の影響からか，小児感応丸は丑

年（元治２・慶応元年カ）より，万病感応丸と振出し風薬は巳年（明治２年

カ）より，それぞれ値上げに及んでいる。なお熊胆延齢子・振出し風薬に比

べると，小児感応丸・万病感応丸は高値となっている。これは小児感応丸・

万病感応丸ともに，人参を主原料とし，金箔で衣掛けした売薬であったため

かと思われる。

ではこれら売薬の原料となる薬種はどこから仕入れていたのであろうか。

明治６年（１８７３）に滋賀県令松田道之へ提出した「薬種取調書上」から，明

治３年（１８７０）段階の仕入先を見てみる【表４】20)。こちらも実質的には幕

末期の状況を把握しうる史料といえる。

藤岡家は和薬・漢薬・洋薬ともに，京都四条通東洞院の薬種商石田治助を

主要な仕入先としていた。他には近世期以来の薬業者町である大阪道修町や

19)「上」（#87）。
20)「薬種取調書上」（「薬舗営業外諸書願書類綴写シ并公告書」（#116）所収）。
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京都二条，また和薬種の産地である三重県，さらには日野町内の薬種商とも

取引している。

日野町内の薬種商の内，和薬の湯ノ花と玉川�を扱う川島与右衛門は，日

野商人の仲間組織である大当番仲間の一員で21)，日野商人の富豪番付「日渓

持丸鑑」では世話人としても名前のあがっている人物である22)。

なお十一世五兵衛の妹まさは，川島安右衛門家へ嫁いでいる23)。川島与右

衛門と川島安右衛門がどのような関係なのかは定かでないが，共に日野町大

窪に居住している。安右衛門家は与右衛門家同様薬種商を営み，山形県酒田

21) 滋賀県日野町教育会編『近江日野町志』巻中，臨川書店，1986年（復刻版），435
頁。

22) 前掲『近江日野町志』巻中，381頁。
23)「藤岡五兵衛家系図」（私家版）。

【表３】藤岡五兵衛家製売薬

売薬名 原料 衣 定価 効能 その他

小児感応丸

広東人参・先折人
参・玉 牛 黄・伽 羅
沈・烏犀角・麝香・
熊胆・真珠・龍脳

金箔 １０粒入１包（量目
２厘）／金１朱

急 慢・驚 風・五
疳・痘瘡・麻疹・
熱，小児急症之
類ニ功アリ

万病感応丸

広東人参・木香・玉
牛黄・龍脳・熊胆・
麝香・沈香・甘草

金箔 １粒入１包（量目
１分７厘）／金１
分，半粒入１包／
金２朱，４半粒入
１包／金１朱

気 附・眩 暈・腹
痛・食傷・霍乱・
傷 寒・痢 病・五
疳・驚風・産前・
産後，急症之類ニ
功アリ

白湯ニて
用

熊胆延齢子

熊 胆・莪 朮・胡 黄
蓮・丁子・小人参・
阿 仙 薬・枳 実・沈
香・麝香・龍脳

銀箔 ６粒入１包（量目
７厘）／１００文

食 傷・腹 痛・眩
暈・酒毒・小児五
疳，産前産後ニ忌
ム

白湯ニて
用

振出し風薬

陳皮・白朮・厚朴・
桂枝・霍香・川�・
山梔子・宿砂・呉茱
萸・木香・甘草

１包／１００文 四季引風・暑寒・
寝冷・食傷・霍乱

出典：「上」（＃８７）
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香
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人
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麻
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脳
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珠
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入
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上
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通
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府
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賀
郡
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賀
県
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川

滋
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蒲
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日
野
町
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蒲
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日
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町
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村
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郡
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村
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郡
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町

京
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府
上
京
区
二
条
通
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町
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入

東
京
府
豊
島
町

氏
名

石
田
治
助

駒
野
安
兵
衛

小
西
九
兵
衛

中
西
宗
助

松
井
喜
兵
衛

林
清
兵
衛

大
神
平
兵
衛

円
尾
平
兵
衛

宮
本
善
兵
衛

菊
川
喜
七

原
半
兵
衛

加
茂
長
兵
衛

三
上
文
明

川
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に出店を有した24)。

薬種商と姻戚関係を築くことは，売薬原料である薬種の安定供給を可能と

する。これは正野玄三家と大阪道修町近江屋太右衛門家との間にも見られた

ことである25)。ただし川島家からの薬種仕入れ量はさほど多くなく，同家と

の婚姻が藤岡家にどれほどの意味があったのかまでは，ここではつかめない。

また藤岡家は和漢薬以外に洋薬も少なからず仕入れている。洋薬は幕末期，

西洋医学の流入にともなってその需要が増加した26)。しかし先に見たとおり，

藤岡家が自家で製造する売薬に，洋薬が多く含まれているわけではない。ま

だまだ未知の領域にあった西洋医学へ対し，藤岡家が高い関心を持っていた

ことがわかる。

第４章 薬剤師資格の取得

さて藤岡家の西洋医学への関心は，薬舗主（薬剤師）資格を明治２１年

（１８８８）の段階ですでに取得しているということからも見てとれる。なぜな

ら薬剤師は，大正３年（１９１４）の売薬法制定にともない，売薬商の間でも意

識せざるをえない資格になったと考えられるためである。同法では，売薬の

調製・販売は，薬剤師，薬剤師を使用する者，又は医師に限ると定められた。

経過措置として売薬免許の一代限りの相続譲渡も認められたが，基本的には

製薬事業を進めていく上で薬剤師資格の有無が，その後の経営存続を左右す

るようになる。そして科学的合理性をもった売薬の調剤が，確実に求められ

るようになっていく27)。

24) 前掲『近江日野町志』巻中，467頁。
25) 前掲拙稿「近江商人正野玄三家の合薬流通」。
26) 厚生省医務局編『医制百年史』記述編，ぎょうせい，1976年，110頁。
27) 前掲拙稿「近代における近江日野売薬の展開と近江商人正野玄三家」。大正 3年
（1914）11月，橋田治右衛門・大野与三右衛門・藤岡六兵衛・久野周済堂・中井源
三郎の 5名の営業を合併した江州日野製剤株式会社が開業する。これは各々では
薬剤師をかかえることができないがゆえの対処であったと考えられる。

－４７８－

（１２）



なお「売薬」と「薬品」はもとは異なる法律下におかれていた。薬剤師の

制度そのものについては，明治７年（１８７４）発布の医制にまでさかのぼるこ

とができる。医制では調薬を行う薬舗主に関する規定が定められている。薬

舗を開業するにあたっては免許を必要とし，そのための試験も明治８年

（１８７５）以降実施されることになる。その後，明治１３年（１８８０）の薬品取扱

規則，明治１９年（１８８６）の日本薬局方公布をへて，明治２２年（１８８９）の薬品

営業並薬品取締規則により，近代的な薬事制度が確立するにいたる。そして

医制以来の薬舗主も薬剤師へと名称変更された28)。

明治２１年（１８８８）５月，藤岡常次郎（後の十三世五兵衛）は京都私立独逸

学校薬学科（現京都薬科大学）卒業と同時に，薬舗試験の受験申請をおこ

なった。常次郎は当時親元を離れ，京都府上京区下丸屋町に止宿していた29)。

京都私立独逸学校は明治１７年（１８８４）４月，京都医界有力者の協力のもと，

ドイツ人ルドルフ・レーマンの門人たちによりに創設された。レーマンは，

殖産興業の必要性から，明治３年（１８７０），建築技師ならびに語学教師とし

て京都の欧学舎へ招聘された人物である30)。

ドイツ語は西洋医学を学ぶ上で必須の語学である。薬学科はもともと京都

私立独逸学校の別科としてはじまり，明治１９年（１８８６）に名称変更された。

また独逸学校では，すでに廃止となっていた理化学研究機関である舎密局や

司薬場の元教官を，多く雇用していた。それゆえ薬学科へは近代医薬業の担

い手を目指す製薬業者子弟の入学を見込んでいた31)。明治２１年（１８８８）５月

の薬学科第一回卒業生は１６名であった32)。つまり常次郎はこのうちの一人に

あたる33)。

28) 厚生省薬務局編『逐条解説薬事法』改訂版，ぎょうせい，1995年，1～16頁。
29)「薬舗試験願」（「薬舗営業諸願書類綴写し并ニ公告書」（#251）所収）。
30) 京都薬科大学百年史編纂委員会編『京都薬科大学百年史』，1985年，18～31頁。
31) 前掲京都薬科大学百年史編纂委員会編『京都薬科大学百年史』，32～34頁。
32) 前掲京都薬科大学百年史編纂委員会編『京都薬科大学百年史』，507頁。
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明治２１年（１８８８）９月２９日，常次郎に薬舗免許が下付された34)。さらに同

年１２月に家督相続し，翌年１月には十三世五兵衛へ改名する35)。常次郎は明

治４年（１８７１）３月生まれであることから，この時，まだ１７歳である。一方，

父である十二世五兵衛も５０代前半である。早々の家督相続は，藤岡家の西洋

医学へ対する期待が読みとれよう。

ただし在来的な売薬と西洋医学は，なかなか相容れない関係にあった。西

洋医学の観点からすると，売薬は品質が十分とは言い難い。そのため売薬を

規制すべく，明治期に入ると製薬・売薬業者らに対し，営業税や売薬印紙税

などが賦課されていく。しかしこのような増税は売薬需要者である下層民を

苦しめることにつながる。明治１０年代以降，日野売薬はもちろんのこと，多

くの売薬産地で増税反対運動がさかんに展開されるようになった36)。

そのような中，次期当主へ西洋医学を学ばせ，確固たる資格を得させたの

は，藤岡家の先見性によるところが大きい。むろん各売薬産地でも売薬行政

と対峙しながら，西洋医学を受容していくことになるが，製薬業の将来を見

据え，藤岡家は早期に近代医薬業への転換をはかったことがわかる。

さて十三世五兵衛は独逸学校の後身にあたる私立京都薬学校の校舎新改築

に際し，調剤術実習教室二階建一棟を新築寄贈し，明治４５年（１９１２）４月に

感謝状を送られている37)。これは十三世五兵衛自身が近代医薬業の重要性を

認識していたことのあらわれでもあろう。そして十四世五兵衛となる広三も

父十三世五兵衛と同じく大正１５年（１９２６）に私立京都薬学校の後身である京

都薬学専門学校へ入学し，薬剤師を目指した38)。このように藤岡家では薬剤

33) ただし常次郎の独逸学校入学は明治 18年である。「履歴書」（「薬舗営業諸願書
写并公文書類綴」（#787）所収）。

34)「薬舗試験願」（「薬舗営業諸願書類綴写し并ニ公告書」（#251）所収）。
35)「改名御願」・「戸籍写」（「薬舗営業諸願書類綴写し并ニ公告書」（#251）所収）。
36) 前掲拙稿「近代における近江日野売薬の展開と近江商人正野玄三家」。
37)「謝状」（#542）。
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師資格を取得し，自家の製薬事業をより強固なものにしていったのである。

第５章 売薬輸出

西洋医学推進にともなう売薬への締め付けは，製薬・売薬業者自身の活路

を模索させることへもつながった。たとえば明治末期より，売薬輸出がさか

んになっていく。日野売薬では，江州日野製剤株式会社が韓国大邱に支店を

設置し，販路拡大を目指している39)。

藤岡家においても明治３８年（１９０５）９月，家伝薬である小児薬王感応丸を

カナダ・バンクーバーパウエル街１７７８の外村文蔵へ輸出している【表５】。

輸出の方法は，日野郵便局から小包便にて送付するというもので，免税手続

きは八幡税務署にておこなった40)。以後，外村文蔵とは定期的に取引するよ

うになり，また韓国・黄海道安岳邑の宮崎儀三郎，中国・大連の帆足三郎へ

の輸出も見られる。

しかし大正期に入ると，外村文蔵との取引はほとんどなくなり，かわりに

大阪の高橋盛大堂を通じた輸出が頻繁におこなわれるようになる。高橋盛大

堂が具体的に誰へ宛てて小児薬王感応丸を輸出していたのかまではわからな

いが，主要な先はカナダであったと考えられる。そして販売単位も１００個以

上が目立つことから，高橋盛大堂は複数人と取引していたようである。ちな

みに大正４年（１９１５）９月に滋賀県知事池松時和へ宛てた「輸出売薬調製販

売御届」によると，藤岡家が輸出していた売薬は，小児薬王感応丸以外に，

万病感応丸と婦人薬の大順湯があり，輸出先は朝鮮・支那・南洋諸島・米

国・樺太となっている41)。

さて藤岡家へはたびたび海外から書簡が届いている。大正末期にはカナ

38)「在学保証書」（「薬舗営業諸願書写并公文書類綴」（#787）所収）。
39) 前掲拙稿「近代における近江日野売薬の展開と近江商人正野玄三家」。
40)「輸出売薬免税願」（「薬舗営業諸願書類綴写シ并ニ公文書」（#351）所収）。
41)「輸出売薬調製販売御届」（「薬舗営業諸願書写并公文書類綴」（#618）所収）。
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【表５】売 薬 輸 出

売薬名
定価

（円．銭）
個数
（個）

合計
（円．銭）

引渡先住所 引渡人 備考

明治３８年９月２４日 小児薬王感応丸 ０．３ １００ ３０．０ バンクーバー 外村文蔵
明治３８年９月２４日 小児薬王感応丸 ０．１ ６５ ６．５ バンクーバー 外村文蔵
明治３９年４月１３日 小児薬王感応丸 ０．３ １５ ４．５ バンクーバー 外村文蔵
明治４０年１月１５日 小児薬王感応丸 ０．２ ２０ ４．０ 韓国黄海道安岳邑 宮崎儀三郎
明治４０年１月１５日 小児薬王感応丸 ０．１ ５０ ５．０ 韓国黄海道安岳邑 宮崎儀三郎
明治４１年９月１１日 小児薬王感応丸 １．０ ５ ５．０ バンクーバー 外村文蔵
明治４１年９月１１日 小児薬王感応丸 ０．５ １１ ５．５ バンクーバー 外村文蔵
明治４１年９月１１日 小児薬王感応丸 ０．３ ２４ ７．２ バンクーバー 外村文蔵
明治４２年１０月１８日 小児薬王感応丸 １．０ １０ １０．０ バンクーバー 外村文蔵
明治４２年１０月１８日 小児薬王感応丸 ０．５ ４０ ２０．０ バンクーバー 外村文蔵
明治４２年１０月１８日 小児薬王感応丸 ０．３ ３４ １０．２ バンクーバー 外村文蔵
明治４４年１月１１日 小児薬王感応丸 １．０ １０ １０．０ バンクーバー 外村文蔵
明治４４年１月１１日 小児薬王感応丸 ０．５ ４０ ２０．０ バンクーバー 外村文蔵
明治４４年１月１１日 小児薬王感応丸 ０．３ ３４ １０．２ バンクーバー 外村文蔵
明治４４年１月１１日 小児薬王感応丸 １．０ ６ ６．０ 大連 帆足三郎
明治４４年１２月１８日 小児薬王感応丸 １．０ １２ １２．０ バンクーバー 外村文蔵 １００粒入※１

明治４４年１２月１８日 小児薬王感応丸 ０．５ ９６ ４８．０ バンクーバー 外村文蔵 ４５粒入
明治４４年１２月１８日 小児薬王感応丸 ０．３ ６８ ２０．４ バンクーバー 外村文蔵 ２５粒入
大正３年７月２１日 小児薬王感応丸 １．０ １０ １０．０ バンクーバー 外村文蔵
大正３年７月２１日 小児薬王感応丸 ０．５ ５０ ２５．０ バンクーバー 外村文蔵
大正３年７月２１日 小児薬王感応丸 ０．３ １５ ４．５ バンクーバー 外村文蔵
大正５年１２月２３日 小児薬王感応丸 ０．５ ５０ ２５．０ 大阪 高橋盛大堂分店
大正６年２月１１日 小児薬王感応丸 ０．５ ５０ ２５．０ 大阪 高橋盛大堂分店
大正６年２月１１日 小児薬王感応丸 ０．１ ５０ ５．０ 大阪 高橋盛大堂分店
大正６年２月１１日 小児薬王感応丸 ０．１ １５０ １５．０ 大阪 高橋盛大堂分店
大正６年３月５日 小児薬王感応丸 ０．１ ３０ ３．０ 大阪 高橋盛大堂分店
大正６年６月１８日 小児薬王感応丸 ０．５ １００ ５０．０ 大阪 高橋盛大堂分店
大正６年７月２８日 小児薬王感応丸 １．０ １８ １８．０ バンクーバー 外村文蔵
大正６年７月２８日 小児薬王感応丸 ０．５ ３０ １５．０ バンクーバー 外村文蔵
大正７年８月１６日 小児薬王感応丸 ０．５ ２００ １００．０ 大阪 高橋盛大堂分店
大正７年８月１６日 小児薬王感応丸 ０．２ ５０ １０．０ 大阪 高橋盛大堂分店
大正７年９月１０日 小児薬王感応丸 ０．５ ５０ ２５．０ 大阪 高橋盛大堂分店
大正７年１２月１３日 小児薬王感応丸 ０．５ １００ ５０．０ 大阪 高橋盛大堂分店
大正８年１月１８日 小児薬王感応丸 ０．２ １００ ２０．０ 大阪 高橋盛大堂分店
大正８年１月１８日 小児薬王感応丸 ０．１ ５０ ５．０ 大阪 高橋盛大堂分店
大正８年３月２１日 小児薬王感応丸 ０．５ ５０ ２５．０ 大阪 高橋ヨネ
大正８年３月２１日 小児薬王感応丸 ０．２ １００ ２０．０ 大阪 高橋ヨネ
大正８年３月２１日 小児薬王感応丸 ０．１ １００ １０．０ 大阪 高橋ヨネ
大正８年６月５日 小児薬王感応丸 ０．２ １００ ２０．０ 大阪 高橋盛大堂分店
大正８年６月５日 小児薬王感応丸 ０．１ １００ １０．０ 大阪 高橋盛大堂分店
大正８年７月３０日 小児薬王感応丸 ０．５ ５０ ２５．０ 大阪 高橋盛大堂本店
大正９年３月２３日 小児薬王感応丸 ０．５ ２００ １００．０ 大阪 高橋盛大堂本店 加奈陀※２

大正９年３月２３日 小児薬王感応丸 ０．３ ２００ ６０．０ 大阪 高橋盛大堂本店 香港
大正９年４月１５日 小児薬王感応丸 ０．５ ５０ ２５．０ 大阪 高橋盛大堂 米国
大正９年７月１５日 小児薬王感応丸 ０．５ １００ ５０．０ 大阪 売薬卸売会社 米国
大正９年７月１５日 小児薬王感応丸 １．０ ５０ ５０．０ 大阪 売薬卸売会社 米国
大正９年１０月５日 小児薬王感応丸 ０．５ ２００ １００．０ 大阪 高橋盛大堂 加奈陀
大正９年１０月５日 小児薬王感応丸 １．０ ５０ ５０．０ 大阪 高橋盛大堂 加奈陀
大正９年１２月１５日 小児薬王感応丸 ０．２ ５０ １０．０ 大阪 高橋盛大堂 加奈陀
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ダ・バンクーバーパウエル街３９０の近藤薬店42)，昭和期に入ってからはハワ

イ・ホノルルペレタニア街９０の上林商店43)とカナダ・バンクーバーアレック

スアンダー街６２０の土田嘉次郎44)からのものを確認できる。書簡の内容は知

りえないが，海外において藤岡家製の売薬が何らかの評判を得ていることは

たしかである。外村文蔵への輸出事例も含め，特にカナダ・バンクーバーと

の接点が目立つ。

外村文蔵については詳細がつかめないが，近藤薬店は犬上郡磯田村大字八

坂（現滋賀県彦根市八坂町）出身の近藤儀助・音次郎兄弟が営む店である。

儀助は明治３２年（１８９９），音次郎は明治３６年（１９０３）にそれぞれはじめて渡

加し，その後帰国と渡航を何度か繰り返し，大正４年（１９１５）に近藤薬店を

開設，翌年にパウエル街３９０に店舗を新築した。薬剤の調合に長けていたと

42)「〔書簡〕」（「薬舗営業諸願書写并公文書類綴」（#688）所収）。
43)「〔書簡〕」（「薬舗営業諸願書写并公文書類綴」（#787）所収）。
44)「〔書簡〕」（「薬舗営業諸願書写并公文書類綴」（#787）所収）。

売薬名
定価

（円．銭）
個数
（個）

合計
（円．銭）

引渡先住所 引渡人 備考

大正１０年２月２５日 小児薬王感応丸 ０．２ １００ ２０．０ 大阪 高橋盛大堂 加奈陀
大正１０年２月２５日 小児薬王感応丸 ０．１ １００ １０．０ 大阪 高橋盛大堂 加奈陀
大正１０年９月１５日 小児薬王感応丸 ０．２ ５００ １００．０ 大阪 高橋盛大堂
大正１０年９月１５日 小児薬王感応丸 １．０ ２４ ２４．０ 大阪 高橋盛大堂
大正１０年９月１５日 小児薬王感応丸 ０．２ １２０ ２４．０ 大阪 高橋盛大堂
大正１１年４月１３日 小児薬王感応丸 １．０ ５０ ５０．０ 大阪 高橋盛大堂
大正１１年４月１３日 小児薬王感応丸 ０．５ ５０ ２５．０ 大阪 高橋盛大堂
大正１１年４月１３日 小児薬王感応丸 ０．２ ６０ １２．０ 大阪 高橋盛大堂
大正１２年７月１９日 小児薬王感応丸 １．０ １００ １００．０ 犬上郡大堀村 小堀幸次郎 取り消し
大正１２年７月１９日 小児薬王感応丸 １．０ ４０ ４０．０ 犬上郡大堀村 小堀幸次郎 取り消し
大正１２年１１月３日 小児薬王感応丸 ０．５ ２００ １００．０ 大阪 高橋盛大堂
大正１４年２月２３日 小児薬王感応丸 ０．５ ２００ １００．０ 愛知郡稲枝村 薩摩七左衛門
大正１４年３月１４日 小児薬王感応丸 １．０ １１３ １１３．０ 大阪 高橋盛大堂
大正１４年３月１４日 小児薬王感応丸 ０．５ ２４５ １２２．５ 大阪 高橋盛大堂
大正１４年１２月５日 小児薬王感応丸 ０．７５ １００ ７５．０ 大阪 高橋盛大堂
大正１４年１２月５日 小児薬王感応丸 ０．４ １１５ ４６．０ 大阪 高橋盛大堂

出典：「輸出売薬製造引渡帳」（＃４１２）
備考：定価は小児薬王感応丸の入っている粒数により異なる※１。

売薬の輸出先カ※２。
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される45)。また土田嘉次郎が住居していたアレックスアンダー街６２０は，第

二次世界大戦直前においては滋賀県出身の高橋幸一が精米所を営んでいた場

所であった46)。このようにバンクーバーは滋賀県出身の移民が多い街であ

り47)，同じ滋賀県の藤岡家製売薬は，自然とその注目を集めることになった

と思われる。

さて輸出取消になっているが，大正１２年（１９２３）に小堀幸次郎が小児薬王

感応丸を輸出しようとした先は，アメリカ・ワイオミングの竹内なる人物で，

小堀幸次郎と同じく犬上郡大堀村（現滋賀県彦根市大堀町）の出身者であっ

た48)。さらに具体的な相手はわからないが，大正１４年（１９２５）には愛知郡稲

枝村（現滋賀県彦根市稲枝町）薩摩七左衛門を通じた輸出も見られる。つま

り海外における藤岡家の売薬販売網は，このような滋賀県出身者のネット

ワークを通じて広がったと考えられる。そして順調な売薬輸出からは，藤岡

家が着実な経営を進めていたことをうかがえよう。

お わ り に

十四世五兵衛となる藤岡広三は，昭和４年（１９２９），京都薬学専門学校を

卒業し，薬剤師免許の下付願いを内務大臣へ提出した49)。薬剤師となった広

三は昭和７年（１９３２），日野町村井の岡平兵衛にて感冒薬であるヘブリンサ

ン，気管支・咽頭などの薬であるセメンサン，虫下しであるまくり湯・蛔虫

一服湯を調剤している。ではなぜ広三が他家の売薬を調剤しているのであろ

うか。これは岡平兵衛が売薬法第２５條売薬営業者であったことによる。薬剤

45) 中山訊四郎『加奈陀同胞発展大鑑附録』，1921年，205・206頁。
46) 末永國紀『日系カナダ移民の社会史－太平洋を渡った近江商人の末裔たち－』
ミネルヴァ書房，2010年，205頁。

47) 滋賀県出身のカナダ移民については，前掲末永『日系カナダ移民の社会史－太
平洋を渡った近江商人の末裔たち－』に詳しい。

48)「〔小堀幸次郎輸出先書付〕」（「薬舗営業諸願書写并公文書類綴」（#688）所収）。
49)「薬剤師免状下附願」（「薬舗営業諸願書写并ニ公文書類綴」（#868）所収）。
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師資格がないために，劇薬などの指定薬品を含む売薬調剤ができなかったの

である50)。

なお昭和６年（１９３１）年の段階で，日野売薬における滋賀県薬剤師会会員

は６名にしかすぎない51)。一方，製薬・売薬業者数は，昭和８年（１９３３）で

１社（江州日野製剤株式会社）・４８名にのぼった52)。むろん５０名近くのすべ

てが製薬事業を営んでいたわけではないが，岡平兵衛のような者は少なくな

かったと言える。

このことは第二次世界大戦後により顕著となる。昭和１８年（１９４３），企業

整備令により日野売薬の製薬・売薬業者が統合され，近江日野製薬株式会社

が設立される。しかし戦後になってそれぞれが営業を再開しようとした際，

多くは代替わりの時期を迎えていた。さらには薬剤師免許を所持していな

かったために，営業再開を断念せざるをえない者が続出したという53)。

しかし藤岡家の場合，十三・十四世五兵衛ともに薬剤師資格を有しており，

その後も営業を継続できた。これは早期に近代医薬業への転換をはかってい

たことが大きい。状況に応じた的確な判断力が，藤岡家の経営を支えていた

のである。

〔付記〕

本稿作成にあたり，藤岡博氏をはじめ日野町史編さん室には史料閲覧など

で大変お世話になった。ここに記して感謝申し上げる。

50)「薬剤師使用届」（「薬業ニ係ル諸願書写并ニ公文書類綴」（#902）所収）。
51)「滋賀県薬剤師会々報」（「薬業ニ係ル諸願書写并ニ公文書類綴」（#902）所収）。
52)「〔日野薬友会報告書〕」（「薬業ニ係ル諸願書写并ニ公文書類綴」（#902）所収）。
53) 日野町史編さん室による橋田喜一郎氏聞き取り（2008年 6月 19日）。
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